
鳥
取
大
学
の
七
〇
冊
鳥
取
大
学
附
属
図
書
館



Tottori University Library



 

 

鳥 取 大 学 の 7 0 冊  

鳥 取 大 学 附 属 図 書 館 報  N o .  1 3 3  

鳥 取 大 学 創 立 7 0 周 年 記 念 特 集  

鳥 取 大 学 附 属 図 書 館 編  



2 

 

令和という新しい時代の幕開けと時をほぼ同じくして、本学は創立70周年の

節目を迎えました。これを記念した様々な取り組みが執り行われる中で、附

属図書館という立場からも、この機を祝うと同時に、今の鳥取大学を形作る

多くの人々の想いを、これから先の未来へ残し、伝えていく事業ができない

かと考え、本誌を企画いたしました。 

ここには、創立70周年にちなみ、本学構成員70名から寄せられた図書70冊分

の推薦文を掲載しています。推薦文は、鳥取大学に関する図書、鳥取・山陰

地方に関する図書、学生に薦める図書、遍く人々に薦める図書の4つのテーマ

から募ったもので、本誌の構成もこれに従っています。 

改めまして、本誌にご寄稿いただいた方々、本誌をお手に取っていただい

た方々へ、心よりお礼申し上げます。同時に、ここに掲載された推薦図書

と、推薦文に込められた想い、そしてそれらによって成る鳥取大学が、新し

い時代を迎えてなお、この地の学問の礎として末永く息づき

続けることを祈念いたします。 

巻 頭 言 

2020年3月31日 

鳥取大学副学長（附属図書館担当） 

鳥取大学附属図書館長     松浦 達也 
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司馬遼太郎著 / 中央公論新社. 1994 / ISBN: 9784122021112 

「風塵抄」の中の64あるエッセーは、64の多岐にわたる事柄につい

て、すべてが司馬遼太郎独特の世界観、歴史観に基づいて、彼の思いや

考えが書かれています。その中の45番目のエッセー「海岸砂丘」に、鳥

取大学のことが触れられています。一般の砂漠のこと、鳥取砂丘のこ

と、それに続いて、「以下は、鳥取県と農学部を中心とした鳥取大学

が、戦後四十余年、海岸砂丘という“ミニ砂漠”をたんねんにあつかっ

てきたことへの礼賛である。」と鳥取大学の砂丘研究の取組から砂漠研

究への展開の歴史を、短い中にも、端的に、かつ愛情溢れる筆致で表現

してくれています。鳥取大学の社会貢献の原点が砂丘研究にあることを

再確認させてくれる貴重なエッセーです。このエッセーを含めて全ての

エッセーが読みやすく、面白く、かつためになるので、多くの学生、教

職員に読んで頂きたいと思います。 

司馬遼太郎は、時代小説のほかに「この国のかたち」や「街道をゆ

く」などの読み物も書いていますが、「風塵抄」は、産経新聞の朝刊に

掲載された彼のエッセーをまとめたもので、平成3年10月に中央公論から

出版されました。その3年後には文庫本となり、文庫本は今でも入手可

能です。 

風塵抄  

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 新書・文庫

コーナー 

文庫:CK:し-6-36 

学長 

中島 廣光 

推 薦 者  

田村文男, 吉田亮, 池田隆政著 / 農山漁村文化協会. 2010 / ISBN: 9784540092503 

鳥取大学農学部は前身の鳥取高農開設以来、特産のナシに関する

教育研究を続けてきました。本書は本学でナシに関する学術を学

び、さらに鳥取県でナシ研究を進めてきた卒業生達が、全国の研究

者や栽培者のために「ナシ栽培の勘所」をまとめたものです。 

本書を読まれれば、技術の裏にあるナシの栽培理論やさらにそ

れらの元となる生理生態が理解でき、さらには果樹作りの普遍的

な原理にも迫ることができます。一方で、消えつつある鳥取県の

ナシ作りの名人芸も紹随所に介されていますが、これらは、著者

達が栽培者達と共に研究を進めてきたからこそ得られた貴重な資

料と言えます。 

以上のように、本書はまさに地域とともに歩む鳥取大学を代表す

る書籍です。農学研究者、技術者を目指す人はもとより、広く鳥取

の農業や地域を学ぶ人にも一読いただければと思います。 

ナシをつくりこなす 
品種に合わせて早期成園化 

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 教員著作  

ほか 

625.22:Zuk 

理事（教育担当、国際交

流担当）・副学長 

田村 文男 

推 薦 者  
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森信三著 / 竹井出版. 1989 / ISBN: 9784884741723 

いかに生きるかをやさしく説いた 

「知と実践の融合」から「智と実践の融合」に誘う書 

哲学者で教育者であった森信三先生が昭和12～14年に大阪天王寺師範学校（現

大阪教育大学）で行われた「修身科」の授業の口述記録。当時の徳目的に偏り過

ぎた検定教科書に満足されなかった先生が、自らの言葉で全霊をかけて生徒達に

語りかけたことが伝わってくる2年分79講が収められている。 

各回の講義は、生徒達に身近で具体的なテーマをもとに、人としていかに生き

るべきか、人生の指針を与えている。1講は1時間であるから数ページであり、そ

れぞれに題名がつけられているので、どこからでもすぐに読むことができる。 

例えば「学問・修養の目標」の講では、学問修養をするのは、人となる道を明

らかにするためであり、自分が天から受けた本性を十分に実現する途を見出すた

めであると述べ、そのためにどうすればよいかが具体的に十代半ばの生徒に分か

るように述べられている。 

「仕事の処理」では、坐禅や読書も修養上大事ではあるが、それらの目的は日

常生活を真に充実させることにあり、最も手近には自己のなすべき仕事を着々と

行っていくことで、仕事の意味をよく知り、その意義の大きなことが分かれば、

次々と果たしていけるはずで、それこそが人間としての真の修養であり、いかに

すればその道にたどり着けるかが語られている。 

まさに「知と実践の融合」から「智と実践の融合」へと進んでいく道しるべとな

る本。鳥取大学の学生、教職員みんなにぜひ読んでみていただきたい１冊である。 

修身教授録 
現代に甦る人間学の要諦 

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 開架 ほか 

150:Shu 

理事（企画・評価担当、

広報担当、ダイバーシティ

推進担当）・副学長 

細井 由彦 

推 薦 者  

柳原邦光ほか編著 / ミネルヴァ書房. 2011 / ISBN: 9784623060245 

全国の地域学系学部をリードする鳥取大学地域学部の教育研究の柱を

提示するのが、この『地域学入門』である。そこで提示するのは、地域

学の①目的、背景と意義、②視点と方法、④展開と生活の知から学ぶこ

との3点である。人は「安心して幸福に生きていく」ために、何らかの

関係（人が支え合う＜つながり＞）とそのための場（地域）を必要とす

る。このような「関係」と「場」に必要な条件とその実現を考えるのが

「地域学」の役割であり、多様な学問領域とともに「生活の知から学ぶ

こと」も動員され、地域の実践家との協働を含む地域学の理論化がはか

られる。現在「超学際」と呼ばれる新たな学術の動きとも近い。 

地域構造をふまえて政策を考える客観的な視点（地域科学）もある。

一方、「わたし」の「生活」から考え、様々な関係性、つながりとして

地域を捉える視点、さらには人間を「移動する存在」とみて、ここから

人と地域との微妙で複雑な関係を考える視点も示される。こうした複眼

的な視点から、地域に埋没してしまいがちな個人を救い出し、逆に地域

の諸問題を照らし出す。起点として生活の場、ローカルな空間が重要だ

が、ここからナショナル、グローバルにも展開するものとなる。 

地域学入門 
「つながり」をとりもどす 

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 教員著作  

ほか 

361.7:Chi 

副学長（入試担当） 

藤井 正 

推 薦 者  
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今井功著 / 裳華房. 1973 / ISBN: 9784785323141 

ここに挙げる推薦図書は、広く学生の皆さんに読んで頂くものでないこ

と、最初に謝っておきます。大学院時代に論文レビューにおいて不明な専門

的内容について、私は分かり易い専門書を探していました。その時、指導教

授より『専門図書はいま目的としている不明な事柄のみが分かり易く解説し

ている図書を選ぶべし』とアドバイス頂きました。その当時、学生として専

門書を買うならば、いま疑問としている以外になるべく広範囲にわたって参

考になるような図書を選ぼうと思っておりました。しかし、指導教授のアド

バイスは、専門図書の全ページで役に立つとは限らず、当該部分が理解し易

ければそれでよしとすべしとのこと、当時の私のとっては「目から鱗」で

あったこと記憶に残っています。 

その後、研究テーマとして物体背後の渦流に関するシミュレーションに取

り組んでいましたとき、今井先生の流体力学と出合い、完全流体における渦

糸を適用した数値モデルを構築することができました。この本との出合い

は、図書館で渦に関する専門書を調べていたときに、渦運動のことが詳細に

説明されていたことで、まさに恩師の言葉通りでありました。この本は、私

の研究生活において座右の書として活用してきました。また、今井先生が本

学にご講演に来校された際、本にご署名を頂き、いまでは私の宝物になって

います。 

最後に、学生諸君へ、図書館での専門図書を参考にするとき、このような

選択方法を参考にして下さい。 

流体力学  

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 開架 ほか 

423.8:I43:(1) 

学長顧問（研究推進担当） 

柗見 吉晴 

推 薦 者  

佐伯胖著 / 東洋館出版社. 1975 / ISBN: 9784491002774 

「学び」は鳥取大学のすべての学生さんにとって最も基本となるものです

が、本当に「学び」をよく理解しているのでしょうか？ 日々の「学び」に

悩んでいる学生さんはいないでしょうか？ 時間をたくさん使って学習して

もなかなか成績が上がらない学生さんもいるかもしれません。あるいは、こ

れから研究を進める上で、どのような考え方で進めて行けば良いのかなどの

悩みを持っている学生さんもいるかもしれません。 

本書は5章からなり、第1章では学ぶ人と学ばぬ人の違いについて、学べな

い人を3つのタイプにわけ、なぜ学べないのかなどを解説しています。第2章

では記憶の心理学の観点を含み「おぼえること」と「わかること」の意味な

どが説明され、第3章では道徳の学びについてわかりやすく説明されていま

す。第4章ではコンピューターやティーチング・マシンなどの機械での学び

について様々な観点から説明されています。最後の第5章では学びつづける

人間の可能性について、科学的視点、科学の学びの発達段階、新しい人間の

科学的観点などから説明されています。 

本書は人の「学び」の問いに対してわかりやすい言葉でまとめられてお

り、本書を読むことにより、これまでの自らの学びの方法がどのようなもの

だったのかがわかるでしょう。さらに、本書は大学における学ぶことへの皆

さんの悩みの解決やこれからどのように学んでいけばよいのかの指針となる

かもしれません。是非、一読されることを推奨します。 

「学び」の構造  

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 閉架書庫  

ほか 

375:Man 

共同獣医学研究科長 

日笠 喜朗 

推 薦 者  
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諸橋轍次著 / 大修館書店. 1989（第二版） / ISBN: 9784469031393 

私の「工具書」 

「工具書」とは、研究上どうしても必要な「道具」としての書物、という

意味です。書物を工作の道具にたとえるなんて、どこか職人の仕事めいて素

敵だと私は思います。 

私にとっての工具書といえば、やはり《諸橋大漢和》でしょうか。大学に

入学したとき、知り合いの本屋の店主が、お祝いに一揃いをプレゼントして

くれました。小さな縮刷版でしたが、それでも13冊もあるので、最初のうち

は調べたい言葉を探すのに骨が折れました。 

それでも使い慣れるにしたがい、検字の手際もよくなるものです。総画索

引や字音・字訓索引によって引いていたのが、ほぼ部首によって引くことが

できるようになり、さらに友人から「四角號碼索引」（漢字の四隅の形から

検索する方法）の使い方を教わるなどして、知らない漢字を引くことにも不

便を感じなくなっていきました。 

本学で勤め始めたとき、長年引きなれた《諸橋大漢和》は自宅に置き、大

学では附属図書館1Fに備付けのものを使うことにしました。研究領域が日本

近世の書論研究から、近代の書簡研究へと移ったので、附属図書館で字調べ

をする機会は次第に減りましたが、私にとっては現在でも、研究生活の原点

であり、出発点であるに違いありません。 

大漢和辞典  

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 集密(和書) 

ほか 

813.2:Mo75:(1-12, S) 

附属学校部長 

住川 英明 

推 薦 者  

ダン・ガードナー著 ; 田淵健太訳 / 早川書房. 2009 / ISBN: 9784152090362 

この本には、私と家族が実際に経験した恐怖について書かれている。 

私は、2000年から３年間、米国バージニア大学に留学した経験を持つ。そ

こで、9.11を経験した。バージニア大学と、飛行機が着弾したニューヨーク

の貿易センタービル、そしてペンタゴン(ワシントン)との距離は、おおよそ

米子から東京、姫路との距離に等しい。また9.11の直後、手紙を用いた炭疽

菌によるバイオテロが発生、22名が感染して５名が不幸にして亡くなった。

私は手紙を全て捨てることで、その恐怖と戦った。 

この本は悲惨なテロがやがて戦争にまで発展する課程を詳細に書いてあ

る。また、炭疽菌の他、ジフテリア、コレラ、天然痘ウイルス、HIV・エイ

ズ、西ナイルウイルス、SARS、狂牛病、エボラウイルス、マラリア等感染症

が取り上げられており、感染症治療を研究する私にとって興味深い。ヒトが

恐怖を理解するのは、「頭」と「腹」であると著者は解説しており、感染症

において頭は自然免疫、腹は獲得免疫と私なりに理解している。 

1996年大阪堺市で小学校給食による世界最大規模のO157集団食中毒事件が

発生、その恐怖は私自身のなかでモチベーションとなり研究活動を続けてい

る。2020年1月から新型コロナウイルス感染症が恐怖になった。この本を読む

ことで未来の恐怖について今一度考えてみませんか。 

リスクにあなたは騙される 
「恐怖」を操る倫理 

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 人間力関係

図書 ほか 

141.51:Ris 

医学部医学科 

教授 

藤井 潤 

推 薦 者  
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大森順造, 山田玄太郎著 / 博文館. 1904 

皆さんは、鳥取大学の礎を築いた山田玄太郎博士をご存じだろうか？ 

創立70周年を迎えた鳥取大学の歴史をさらに遡れば、その前身は1921年

（大正10年）、盛岡、鹿児島に次ぎ全国3番目の高等農業（林）学校として開

校した鳥取高等農業学校であり、2021年には創立100周年となる。山田先生

は、その初代校長（学長）として､前任の盛岡高農（現・岩手大学）から鳥取

の地に赴任した。ちなみに、盛岡高農教授時代の学生には、宮沢賢治がい

た。当時、地の利を得なかった鳥取において、16年間にわたって研究・教

育・運営に傾注し、本校の名を全国的に知らしめた。 

先生は東北帝国大学（現・北海道大学）農学部で本邦の植物病理学の開祖

である宮部金吾博士に学び、専門は“銹（さび）病”であった。特に菌分類

学の大家であり、リンゴ赤星病菌の学名Gymnosporangium yamadaeは、先生の名前

に由来する。 

1904年（明治37年）に出版された本書は、「植物病理學は植物学の一分科

にして植物の病害に就て其徴候及源因を探求し之が救治又は豫防の法を講ず

る學なり」という格調高い文から始まる。本書の306ページからは、リンゴ赤

星病菌の解説があり、100年以上経過した今読んでも、詳細かつ正確な記述は

見事である。 

現在の農学部の中庭には、先生の銅像が設置されており､今も私たちを優し

いまなざしで見守っているようである。なお、写真はその銅像と先生自らの

手による植物標本（1924年作）である。 

植物病理學  

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 閉架書庫

（農専） 

326:42 

連合農学研究科副研究科長 

児玉 基一朗 

推 薦 者  

恒川篤史編集代表 / 丸善出版. 2014 / ISBN: 9784621087534 

40年に渡る砂丘農業の発展と砂丘固定に取り組んだ経験と技術を活かした

乾燥地における持続的農業と砂漠化対処への取り組みは、間違いなく本学の

特色の一つであろう。 

今年は乾燥地研究センター設立30周年でもある。乾燥地研究センターはこ

れまでに乾燥地科学シリーズ全5巻（2008年）や最新の「持続可能な乾燥地農

業のために～ 土壌塩類化防止と塩類土壌修復 ～」など10冊以上の書籍を監

修してきたが、本書は中でも専門外の方や学部生にも最もわかりやすく乾燥

地における農業生産や生活を脅かす諸問題を解説し、それらを克服してゆく

技術をまとめたものである。菌根共生、ファイトレメディエーションなど最

新の研究段階のものからバイオガス、ソーラークッカー、ウォーターハーベ

スティング、点滴灌漑など途上国でも急速に普及が進んでいる中間的技術ま

で幅広く紹介されている。 

また、要素技術のみならず、農民参加型水管理、農民参加型育種、マイク

ロファイナンスなど社会科学的、制度的アプローチについても論じられてい

る。「国際協力を志す人のために」という懇切な章まで設けられている。砂

漠化や食料問題に関心のある学生にぜひお薦めしたい一冊である。 

乾燥地を救う知恵と技術 
砂漠化・土地劣化・干ばつ問題への対処法 

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 教員著作  

ほか 

454.64:Kan 

乾燥地研究センター 

教授 

藤巻 晴行 

推 薦 者  
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須田桃子著 / 文藝春秋. 2018 / ISBN: 9784163908243 

2010年代は、ゲノム編集技術や人工知能が発達し、ますますSF映画の世界

観が具現化されている。「合成生物学」もそのような技術のひとつに位置付

けられている。合成生物学とは、人工的に生物や、その一部を作り上げるこ

とで、遺伝子の新しい機能や、進化の謎などを解明していく学問である。 

著者の須田桃子さんは、人工的な生命を合成することに対し、肯定的な専門

家と、否定的な専門家の両方へ取材を行っている。取材した専門家には、合成

生物学に携わっている研究者にとどまらず、国防総省の関係者や、生命倫理学

者まで含まれ、各々の立場による価値観や倫理観の相違がおもしろい。軍部の

潤沢な研究費を断れない現状を訴える大学院生の意見や、ヒトゲノムを人工的

に合成したいという科学者の意見は、将来の科学を担う大学生にとってスリル

満点であること、間違いなしだろう。また、染色体工学について学んでいる生

命科学科の学生にとっても、身近に感じられると思われる。 

次の10年で、合成生物学はどこまで発展するだろうか。その発展にどのよ

うな意義や社会的利益があるだろうか。本書は、「2020年代の生命科学を切

り拓きたい」、という学生に最適である。 

合成生物学の衝撃  

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 開架 ほか 

579.9:Gos 

医学部生命科学科 

P.N. 

宇宙に輝く生命3年 

推 薦 者  

スペース・プラン作; 筒井宏樹編著 / アートダイバー. 2019 / ISBN: 9784908122149 

今から50年ほど昔、鳥取砂丘で4mもある巨大な抽象的立体物が12個、3ｍの

ポールが100本、砂を詰めたビニール袋が4000個など、等間隔に並べられた美

術のグループ展があったんです。今その記録写真を見ても、鳥取砂丘にもか

かわらず、どこか別の惑星のような不思議な光景となっています。その面積

は4ヘクタールで、東京ドーム1個分弱になります。当時おそらく世界最大規

模の美術展でした。 

山陰地方の風土を生かして、先進的な試みを行ったのは「スペース・プラ

ン」という鳥取の前衛芸術家集団です。メンバーは谷口俊（1929–）、フナイ

タケヒコ（1942–）、山田健朗（1941–）などで、彼らの多くは鳥取大学出身

者たちでした。当時20代から30代であった彼らは、それぞれ中学校教諭、市

役所職員、デザイナーなどの仕事をしながら、自分たちの熱意で、1969年か

ら77年までのあいだに13回もの展覧会を行いました。 

湖山池青島や仁風閣前庭など、鳥取市各所で野外展を積極的に試みた彼ら

の活動は、山陰地方の当時の若者のひとつの足跡を示しています。今まで

まったく顧みられていなかった「スペース・プラン」ですが、2019年に1冊の

本にまとめられ、その全貌を知ることができるようになりました。鳥取大学

出身者たちによる50年前の情熱的な実践を、ぜひこの機会にご覧ください。 

スペース・プラン 
鳥取の前衛芸術家集団1968-1977 

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 開架 ほか 

719.087:Sup 

地域学部地域学科 

准教授 

筒井 宏樹 

推 薦 者  
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下田光造著 / 同文書院. 1957 

私が推薦する書籍は、下田光造著の｢精神衛生講話｣です。 

著作者である下田光造先生は、鳥取県河原出身の第二代鳥取大学の学長で

す。また、草創期の鳥取大学医学の創立に尽力された先生でもあります。そ

して活躍の舞台は鳥取県内だけに止まらず日本の精神医学界にも大きな足跡

を残された方でもある。 

｢下田光造先生を偲んで｣のなかに、学生寮の生徒の栄養補給の為に川に鰻

を捕りに行ったり、学会出張の列車はいつも三等席（下等）を利用したりと

いうというエピソードが書かれていました。この逸話は、先生の学生思いの

人柄と、質素な生活の様子がよく表れていると感じました。 

推薦するこの｢精神衛生講話｣は、内容だけではなく言葉の一つひとつが平

易であり、奇を衒うことのないその文章は、その行間に著作者の人柄がよく

あらわれているように感じました。まさに｢文は人なり｣です。 

序には、この本が岩波書店から戦前の昭和17年発行されたものの改訂版で

あるということが明かされています。そしてまた、この本の昭和32年に発行

から60年を超えた今でも、その言葉は色あせることもなく、現代社会を考察

する上で興味深いものと感じました。 

過去から現在へ、そして未来へ読み継がれるおすすめの1冊です。 

精神衞生講話  

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 集密(和書)  

ほか 

498:Sh51:(1) 

医学部附属病院 

P.N. 

ハラ サエ 

推 薦 者  

家中茂ほか編著 / ミネルヴァ書房. 2019 / ISBN: 9784623084838 

地域で生きる私達の「今」を支えているのは、どのような仕組みや考え方

でしょうか。生きる喜び、生きるつらさは、どこからきているのでしょう

か。「これから」を生きていくために、一度立ち止まって、急がず、一つひ

とつ丁寧に考えてみてはいかがでしょうか。そのために本書では64項目を設

けています。興味のある項目から読み始め、図示された関連項目に導かれて

読み進めていけば、自ずと視界が開けてきます。 

サブタイトルの「地域創造」とは、既存の枠組みを超え、新たな発想や価

値の創出、方法の組替えなどによって、これからの地域を構想しようとする

志向と行動です。本書はそのような地域創造に向けた視点やヒントを提示し

ています。 

具体的には、地域の現状を知るために必要な基礎的な事柄、地域をよりよく

していく方法（地域政策）とその動向、地域創造の展望をわかりやすく述べて

います。また、学問領域だけでなく「生活のなかで蓄積されてきた知」等とと

もに（超学際性）、「これから」を考えようとしています。読者が様々な領域

にわたる知識を使いこなし、「超学際的な」活動を展開できるようにしている

のです。本書は地域学部地域創造コース教員による共同執筆です。 

新版 地域政策入門 
地域創造の時代に 

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 開架 ほか 

318.7:Chi 

地域学部副学部長 

柳原 邦光 

推 薦 者  
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大島佐知子著 / 思文閣出版. 2013 / ISBN: 9784784217106 

日本の稲作技術の基本を作った熱き農業指導者が鳥取県倉吉市にいた。そ

の名は中井太一郎。 

多くの学生が小学校の頃、田植を経験したことがあるだろう。みんなで一

列に並んで、ひっぱったひもの印のところに苗を植えていく。この植え方を

「正条植」というが、実はこれ、中耕除草機を使うために中井が「田植定

規」を考案・普及させたものだ。 

除草剤が開発される前の除草作業は大変な重労働であった。炎天下の中、

田で四つん這いになり手で草を取る。この作業を3～4回繰り返す。この重労

働から解放したのが、中耕除草機「太一車」である。中井は地元の倉吉千歯

を見て「田打車」を改良し、明治25年（1892年）に「太一車」で特許を得て

いる。「太一車」の開発は、過酷な除草作業を著しく軽減させた。この功績

はまさに、稲作革命と呼ぶにふさわしい。 

本書は、中井太一郎の農業改良活動の足跡を丹念に調べ上げ、中井が技術

普及に立ち寄った全国各地に出向き、史料に当たって書き上げた労作であ

る。文中に中井が著した農書の引用も多いので、少し読みにくいと感じるか

もしれないが、是非とも図書館で手にとって、中井の稲作に対する熱い思い

を感じて頂きたい。 

老農・中井太一郎と農民たちの近代  

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 開架 ほか 

610.12:Ron 

副学長（周年事業担当、

学生支援・学友会担当） 

山口 武視 

推 薦 者  

宇沢弘文, 渡辺格著 / 日本経済新聞出版社. 2017 / ISBN: 9784532357214 

ノーベル経済学賞を擲って近代経済学のあり方を糺した「行動する経済学

者」宇沢弘文先生と分子生物学者渡辺格先生の対談集です。人間、国家、科

学、経済等広範なテーマをめぐる「疑義」について熱く語られています。40

年以上も前の対談ですが、真剣勝負の緊張に漲り、古さを感じさせない鮮度

に驚愕します。特に人間性をめぐっては、奇形、障がいといった繊細な問題

についても迫真の議論が展開されます。また、国家の役割や科学のあり方を

めぐっては、大学や学問の現状について痛烈に批判されています。混迷を極

める現代社会の先行きを展望するための稀有な書だと思います。 

宇沢先生は米子市の出身で幼い頃に東京に転出されましたが、戦時中には

日南町に疎開され、その生活体験が後の思想形成に大きな影響を与えたよう

です。先生の生涯については、昨年話題になった「資本主義と闘った男 宇沢

弘文と経済学の世界」（佐々木実著）という好著があります。 

私は、学生時代に宇沢先生の「自動車の社会的費用」を読んで大きな衝撃

を受け、同郷であることを知り、二重の驚きと喜びを感じたことを今も鮮明

に覚えています。また、県庁時代にお会いする機会に恵まれ、飾らない情熱

あふれるお人柄に接することができ感激しました。 

なお、米子では宇沢先生の「社会的共通資本」の理論を学ぶ勉強会「よな

ご宇沢会」が活動を続け、毎年秋には記念フォーラムが開催されます。 

生命・人間・経済学 
科学者の疑義 

鳥 取 大 学 所 蔵  

中央図書館 開架 ほか 

404:Sei 

学長顧問（COC+事業 

担当） 

法橋 誠 

推 薦 者  










